（別紙様式５の２）
（別紙様式５の１）

介護職員初任者研修　科目別担当講師
	講師

番号
	氏名
	担当する項目
	略歴･現職･資格

	１
	園田 玉枝
	1.職務の理解　2.介護における尊厳の保持・自立支援　　　　　　3.介護の基本　4.介護・福祉サービスの理解と医療の連携　　5.介護におけるコミュニケーション技術

6.老化の理解　7.認知症の理解　8.障害の理解　　　　　　　9.こころとからだのしくみと生活支援技術　10.振り返り
	〈略歴〉

介護職員16年7ヶ月
〈現職〉

講師

〈資格〉

介護福祉士

	２
	上野　智子
	1.職務の理解　2.介護における尊厳の保持・自立支援　　　　　　3.介護の基本　4.介護・福祉サービスの理解と医療の連携　　5.介護におけるコミュニケーション技術

6.老化の理解　7.認知症の理解　8.障害の理解　　　　　　　9.こころとからだのしくみと生活支援技術　10.振り返り
	〈略歴〉

介護職員20年４ヶ月
〈現職〉

講師・介護職
〈資格〉

介護福祉士

	３
	前田　京子
	1.職務の理解　2.介護における尊厳の保持・自立支援　　　　　　3.介護の基本　4.介護・福祉サービスの理解と医療の連携　　5.介護におけるコミュニケーション技術

6.老化の理解　7.認知症の理解　8.障害の理解　　　　　　　9.こころとからだのしくみと生活支援技術　10.振り返り
	〈略歴〉

介護職員22年10ヶ月
〈現職〉

講師

〈資格〉

介護福祉士

	５
	源島　寿美
	1.職務の理解　2.介護における尊厳の保持・自立支援　　　　　　3.介護の基本　4.介護・福祉サービスの理解と医療の連携　　5.介護におけるコミュニケーション技術

6.老化の理解　7.認知症の理解　8.障害の理解　　　　　　　9.こころとからだのしくみと生活支援技術　10.振り返り
	〈略歴〉

介護職員23年4ヶ月
〈現職〉

講師

〈資格〉

介護福祉士

	６
	塚本　孝男
	1.職務の理解　2.介護における尊厳の保持・自立支援　　　　　　3.介護の基本　4.介護・福祉サービスの理解と医療の連携　　5.介護におけるコミュニケーション技術

6.老化の理解　7.認知症の理解　8.障害の理解　　　　　　　9.こころとからだのしくみと生活支援技術　10.振り返り
	〈略歴〉

介護職員25年6ヶ月
〈現職〉

講師

〈資格〉

介護福祉士

	7
	高野　りさ
	2.介護における尊厳の保持・自立支援　　　　　　　　　　　3.介護の基本　4.介護・福祉サービスの理解と医療の連携　　5.介護におけるコミュニケーション技術

6.老化の理解　7.認知症の理解　8.障害の理解　　　　　　　9.こころとからだのしくみと生活支援技術　10.振り返り
	〈略歴〉

看護師16年7ヶ月
〈現職〉

講師

〈資格〉

看護師

	８
	松田　常子
	1.職務の理解　2.介護における尊厳の保持・自立支援　　　　　　3.介護の基本　4.介護・福祉サービスの理解と医療の連携　　5.介護におけるコミュニケーション技術

6.老化の理解　7.認知症の理解　8.障害の理解　　　　　　　9.こころとからだのしくみと生活支援技術　10.振り返り
	〈略歴〉

介護職員14年7ヶ月
〈現職〉

講師

〈資格〉

介護福祉士

	19
	山田　愛子
	1.職務の理解　2.介護における尊厳の保持・自立支援　　　　　　3.介護の基本　4.介護・福祉サービスの理解と医療の連携　　5.介護におけるコミュニケーション技術

6.老化の理解　7.認知症の理解　8.障害の理解　　　　　　　9.こころとからだのしくみと生活支援技術　10.振り返り
	〈略歴〉

介護職員20年4ヶ月
〈現職〉

講師

〈資格〉

介護福祉士

	20
	岡田　政則
	1.職務の理解　2.介護における尊厳の保持・自立支援　　　　　　3.介護の基本　4.介護・福祉サービスの理解と医療の連携　　5.介護におけるコミュニケーション技術

6.老化の理解　7.認知症の理解　8.障害の理解　　　　　　　9.こころとからだのしくみと生活支援技術　10.振り返り
	〈略歴〉

介護職員10年3ヶ月
〈現職〉

講師

〈資格〉

介護福祉士

	21
	竹下　淳子
	1.職務の理解　2.介護における尊厳の保持・自立支援　　　　　　3.介護の基本　4.介護・福祉サービスの理解と医療の連携　　5.介護におけるコミュニケーション技術

6.老化の理解　7.認知症の理解　8.障害の理解　　　　　　　9.こころとからだのしくみと生活支援技術　10.振り返り
	〈略歴〉

介護職員20年0ヶ月
〈現職〉

講師

〈資格〉

介護福祉士


注１　「講師番号」欄は、登録する講師について連番を振ること。講師を削除した場合は欠番とし、新たに追加した場合は新たな末尾の番号を振ること。

注２　講義及び演習を担当する者について記載すること。

注２「講師要件」欄には、講義及び演習を担当する講師の基準（別紙３）に記載されている要件記号を記入すること。

注３「新規・継続の別」欄には、既に届出済みの講師について「継続」、新たに追加した講師について「新規」と記入すること。
注４　講義を通信で行う場合の添削責任者、課題作成者及び面接指導者については、「備考」欄にその旨を記載すること。
